
 

● 土 佐 沖 に

「リマ」とい

う広大な米軍

と自衛隊の演

習区域がある。

空域と海域が

あり、海域は

土佐清水沖約

70 ㎞にあり底辺約 150 ㎞凸形で、月～金曜日

通告なく米軍、自衛隊が計 200 日以上、空、

海面、海中での演習が実施されている。海域

一帯はカツオ、マグロ，金目などの好漁場で、

漁業者は一貫してリマ海域の撤廃を求めてい

る。 

●11 月 5 日、

私ども高知県

議団の米田と

吉良、国会議員団四国ブロックの笹岡、和田、

徳弘の5名は、県漁協の皆さんと懇談を行い、

リマ海域の撤去と漁業補償について問題点を

確認。海域は公海上であるが実態は防衛施設

だ、と防衛庁と米軍は撤去しません。しかし、

排他的経済水域なので周辺漁獲量に対し 80％

の漁業補償を行うと約束が、年々減り30％だ、

と。県漁協は毎年、国に４点の要求（１、漁

場喪失による漁獲減少、2、演習爆音による魚

道攪乱・魚群散逸、3、迂回航行による経費増

（経済的時間的労働的負担）４、漁民の精神

的不安と生産意欲減退に伴う損失）。そして

「新たな魚種（キンメ）漁獲は認めず、高騰

する油代も出さないなら、我々の近くの漁場

を返せ」と国に迫っている。私たちも力を合

わせていきます。 
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●
小
説
「
時
の
行
路
」
の
著
者
で
日 

本
民
主
主
義
文
学
会
会
長
の
田
島
一 

さ
ん
か
ら
、
お
礼
の
お
葉
書
が
届
き 

ま
し
た
。「
日
々
ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る 

様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
る
発

言
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
中
西
さ

ん
と
（
注
※
挿
絵
を
お
描
き
に
な
っ

た
画
家
の
中
西
繁
さ
ん
）
と
後
で
「
さ

ぞ
熱
血
先
生
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
」
と
、
語
り
合
い
ま
し
た
。
あ
っ 

と
い
う
間
に
終
わ
り 

ま
し
た
が
、『
こ
の
親

に
し
て
こ
の
子
あ

り
』
を
思
わ
せ
る
お

二
人
の
姿
に
接
し
な

が
ら
の
楽
し
い
ひ
と

時
で
も
あ
り
ま
し

た
。」
と
の
お
褒
め
言

葉
に
冷
や
汗
で
す
。 

私
の
様
な
者
を
パ
ネ
ラ
ー
演
出
し
て
下
さ
っ
た
両
先
生

の
ご
厚
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
●
１
８
日

か
ら
中
西
繁
先
生
が
天
野
寛
子
先
生
の
刺
繍
画
展
と

「
高
知
美
術
研
究
会
・
中
西
繁
展
」
同
時
開
催
の
た
め

来
高
し
ま
す
。
２
１
日
は
お
二
人
を
囲
む
お
き
ゃ
く
、

２
２
日
は
「
時
の
行
路
」
高
知
上
映
推
進
の
お
き
ゃ
く

が
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
（
写
真
左
端
＝
作
家
・

田
島
一
さ
ん
、、
右
端
＝
娘
・
吉
良
よ
し
こ
参
議
員
） 

http://blogs.yahoo.co.jp/igimaiyui/GALLERY/show_image.html?id=17224882&no=0

